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銀河進化および星形成を紐解く上では、主要な星形成の場である巨大分子雲 (GMC)の形成とその進化過程を明
らかにすることが重要である。特に、GMCの進化段階とそのタイムスケールを統計的に推定するためには、銀河
全体の観測が必須である。M33は最近傍の渦巻銀河 (D∼840 kpc)でかつ程よい傾斜角 (i∼50◦)を持つため、均
一な GMCのサンプルを得る上で貴重なターゲットである。我々はM33における CO分子雲の性質を統計的に
解析し他の銀河と比較を行うため、ALMAの Atacama Compact Array (ACA)による CO(J=2–1)輝線データ
(空間分解能 ∼30 pc)の解析を行っている (村岡他本年会)。ACA 7m arrayと IRAM 30mのデータ (Druard et
al. 2014)を合成したのち、大マゼラン雲のCO観測によるGMCの分類 (Kawamura et al. 2009; 福井他本年会)と
比較するため、空間分解能を∼40 pcに揃えて解析を行った。Dendrogramアルゴリズム (Rosolowsky et al. 2008)
を用いて同定した COの階層構造のうち、典型的なサイズが分解能程度である∼300個の最小構造 “リーフ ”を
GMCとした (検出限界は∼104.5M⊙)。また、Hαデータ (KPNO 2.1 m)にも同様の階層構造同定を行い、各GMC
におけるH ii領域の付随状態を調査した。その結果、H ii領域が付随していないGMCが∼20個 (Type I)、Hα
光度が 1037.5 erg s−1以下のH ii領域が付随するGMCが∼170個 (Type II)、それ以上の明るいH ii領域が付随
するGMCが∼130個 (Type III)となった。時間尺度としてGMCの寿命を大マゼラン雲同様に 30Myrと仮定す
ると、定常状態において各 Typeの滞在時間はそれぞれ 2Myr, 16Myr, 12Myrと概算される。


